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１．研究計画の概要 

本研究は、大学教育の実質化を進展させる

ための学習支援サービス・モデルの構築を行

う研究である。具体的には、大学生の主体的

学習を促進させる実空間「ラーニング・コモ

ンズ」（Learning Commons）のあるべき姿と

運営方法について具体案を提示することで

あり、下記の３点をめざしている。 
(1)多様な形態で展開しつつある海外のラー

ニング・コモンズの現状を明らかにする。ラ

ーニング・コモンズの施設・設備構成や、そ

こで学ぶ学生の学習活動実態についても評

価を含めて検討する。 
(2)ラーニング・コモンズを支えるスタッフの

教育訓練システムを明らかにする。機器の提

供だけでは学習支援サービスは実現しない。

十全なサービスを提供するスタッフが存在

して初めて機能する。この点を詳細に検討し

て、日本へのインプリケーションを提示する。 
(3)大衆化時代の学部教育における学習支援

サービス機能の高度化を探ることである。 
 現在、ラーニング・コモンズの導入・整備

は欧米を中心に急速に進みつつあり、特にボ

ローニャプロセスによる高等教育改革の動

きが急な EU 圏で、各大学がどのようにラー

ニング・コモンズを位置づけ、どのような方

向の整備を進めようとしているかを明らか

にする意義は大きい。そのため、本研究では

諸外国のラーニング・コモンズをフィールド

調査し、各国・各大学の取り組みを比較・分

析することを研究の核としている。 
 
２．研究の進捗状況 
(1) 文献／WEB 調査により、先導的な学

習支援サービスを展開している大学の取

組について、国内外を対象に網羅的に情報

を収集している。本研究では、学習支援サ

ービスの１つとしてラーニング・コモンズ

を位置付けているので、インフォメーショ

ン・コモンズやその他関連する取組も含め

た情報を収集している。 
  
(2) 上記の調査結果をふまえ、これまで下記

の大学等を対象に訪問調査を実施した。 
①北米地域（アメリカ：ジョージア工科大学、

エモリー大学、ノースカロライナ大学シャー

ロット校、ベルモント・アビー大学、テネシ

ー大学ノックスビル校、ワシントン大学、南

カリフォルニア大学、カリフォルニア大学ア

ーバイン校、カリフォルニア州立大学サンマ

ルコス校他、カナダ：ブリティッシュ・コロ

ンビア大学、サイモンフレーザー大学）、 
②欧州地域（イギリス：グラスゴーカレドニ

アン大学、シェフィールド大学他、ポルトガ

ル：リスボン新大学、セトゥーバル・ポリテ

クニク、リスボンカトリック大学他）、 
③オセアニア地域（オーストラリア：オース

トラリア国立大学、ビクトリア大学、ホルム

ズグレン・インスティチュート・オブ・テイ

フ他）、 
④アジア地域（香港：香港大学、シンガポー

ル：シンガポール国立大学、ナンヤン工科大

学他）を訪問調査した。 

 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
(理由) 
 本研究では、学生の主体的な学習を促進さ
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せるラーニング・コモンズ関連で、先進的取
組をおこなっている北米の事例だけでなく、
欧州やアジア、オセアニア地域の高等教育機
関における学習支援空間の事例を対象に、そ
の現状を明らかにするとともに、多様性をも
検討するという点において順調に研究は進
展している。現在、この分野においてわが国
で言及されているのは北米の事例がほとん
どであるため、多様性を考える上で、その他
の地域の調査を行う意義は大きい。 
 加えて、これまでの調査結果から、ラーニ
ング・コモンズの活動を実質的に機能させる
ためには、学生チューターを含めた人的支援
がきわめて重要であることを明らかにした
点は、現在のわが国における学習支援空間に
関する議論がハード中心に展開される傾向
にあるなか、今後大いに貢献できると考えて
いる。 
 一方、いずれの国においてもラーニング・
コモンズにおける学習支援の取組は、緒につ
いた段階であり、試行錯誤の状態にある。よ
って、必ずしも学習活動の実績を評価できる
段階にはないことも明らかになった。言い換
えるならば、ラーニング・コモンズにおける
学生の学習活動実態の評価については、やや
進展が遅れている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1) これまでの調査結果から、ラーニング・
コモンズの活動を実質的に機能させるため
には、学生チューターを含めた人的支援が不
可欠であることが明らかになった。このスタ
ッフの育成問題を今後の重要課題として位
置づけて研究を進めていく予定である。 
(2) いずれの国においてもラーニング・コモ
ンズにおける学習支援の取組は、試行的段階
にあることを踏まえ、ラーニング・コモンズ
における学生の学習活動の実態を把握し、そ
れを評価する手法についても、分析を行って
いきたい。 
(3)今後はこれらの点を踏まえて研究を継続
するとともに、研究成果の公表にも力点をお
きたいと考えている。 
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